
名 船 発 掘 く,気船〉

すとれちあ丸

伊豆大島と三宅島の噴火で島外避難に大活躍

く主要目》貨客据、東海汽船所属、3′700総トン、98重 量

トン、主機ディーゼル 2基、 2軸 、出力 ′600馬力、最高

速力2 8ノ ット、旅碧定員|′320名 (近海非国際)・2″250

名 (沿海 6時間未満)、 978年三菱重工下関造船所建造

両陛下ご乗船当時の 「すとれちあ九」。八丈島底土港で筆者撮影

昭
和
天
皇
が
皇
后
さ
ま
と

ご
乗
船

船
旅
が
お
好
き
だ
っ
た
昭
和
天
皇
が
、
皇
后
さ
ま

と
ご

一
緒
に
乗
ら
れ
た
最
後
の
船
が
、
こ
の

「
す
と

れ
ち
あ
丸
」
で
あ
る
。

一
九
八
二

（昭
和
五
十
七
）
年
の
晩
秋
、
八
丈
島

と
二
宅
島
に
旅
行
さ
れ
た
両
陛
下
は
、
十

一
月
十
六

日
、
八
丈
島
か
ら
二
宅
島
ま
で
三
時
間
半
の
船
旅
を

楽
し
ま
れ
た
。
そ
し
て
東
海
汽
船
の
東
京
～
三
宅
島

～
八
丈
島
航
路
の
定
期
船

「す
と
れ
ち
あ
丸
」
が
、

お
召
船
の
栄
誉
に
浴
し
た
の
で
あ
る
。
ご
案
内
を
し

た
の
は
、
東
海
汽
船
の
尾
上
社
長
と
同
社
の
ス
タ
ッ

フ
で
、
鈴
木
都
知
事
も
ご
同
行
し
た
。

両
陛
下
が
お
使
い
に
な
っ
た
キ
ャ
ビ
ン
は
、
上
部

遊
歩
デ
ッ
キ
の
サ
コ
ン
に
隣
接
す
る
右
舷
特
等
客
室

（現
在
の
特
等
Ａ
客
室
）
で
あ
る
。
昼
を
は
さ
ん
で

の
航
海
だ
っ
た
の
で
、
椿
山
荘
の
コ
ッ
ク
が
調
理
し

た
ご
昼
食
が
、
ナ
ロ
ン
内
に
用
意
さ
れ
た
。
献
立
は

洋
風
で
、
皇
后
さ
ま
は
少
し
船
酔
い
さ
れ
て
キ
ャ
ビ

ン
で
横
に
な
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
天
皇
は
お
い
し

そ
う
に
召
し
上
が
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
と
き

「
す
と
れ
ち
あ
丸
」
は
、
御
蔵
島
の
す

ぐ
近
く
を
航
行
し
た
。
島
の
栗
本
村
長
か
ら
、

「御
蔵
島
を
通
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
鳥
の
近
く

を
お
願
い
し
た
い
。
全
住
民
が
港
と
学
校
の
校
庭
に

出
て
お
迎
え
を
す
る
」

と
の
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
尾
上
社
長
は
、



「
陛
下
が
島
の
ほ
う
を
ご
覧
に
な

っ
た
ら
汽
笛
を
鳴

ら
す
」
と
答
え
た
と
の
こ
と
だ
。

御
蔵
島
が
近
づ
く
と
、
鈴
木
知
事
と
尾
上
社
長
は

デ
ッ
キ
に
出
た
。
陛
下
も
お
出
ま
し
に
な

っ
て
、

「
あ

っ
よ
く
見
え
る
」
「
み
な
手
を
振

っ
て
く
れ
て

い
る
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
さ
か
ん
に
手
を
お
振

り
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

使

い
勝
手

の
よ

い
外
洋
離
島
航
路
定
期
船

「
す
と
れ
ち
あ
丸
」
は
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
十
三
）

年
四
月
に
三
菱
重
工
下
関
造
船
所
で
誕
生
し
、
そ
れ

ま
で
の

「
ふ
り
い
じ
あ
丸
」
に
代
わ
っ
て
八
丈
島
航

路
に
就
航
し
た
。
航
海
速
力
は
約
二
十
ノ
ッ
ト
。
離

島
航
路
で
は
屈
指
の
高
速
定
期
船
だ
。

ち
な
み
に
、
″
す
と
れ
ち
あ
″
は
八
丈
町
の
町
花

で
あ
る
。
東
京
港
で
行
わ
れ
た
就
航
波
露
の
際
、
出

席
者
全
員
に

″す
と
れ
ち
あ
″
の
生
花
が
配
ら
れ
た

こ
と
を
筆
者
は
覚
え
て
い
る
。

船
種
は
貨
客
船
で
あ
る
。
伝
統
的
な
生
活
航
路
船

だ
が
、
夏
期
に
は
多
く
の
観
光
客
も
運
ぶ
。
し
た
が

っ
て
、
生
活
航
路
船
と
観
光
船
と
し
て
の
両
面
の
機

能
を
も
っ
て
い
る
。

外
形
は
堅
実
そ
の
も
の
。
中
央
に
角
張
っ
た
煙
突
、

一副
後
に
は
デ
リ
ッ
ク
ポ
ス
ト
兼
用
の
が
ん
じ
ょ
う
な

門
型
マ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
。
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
は

荷
揺
れ
が
少
な
い
ト
ム
ソ
ン
式
だ
。

東
海
汽
船
で
は
初
の
可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ

（二

軸
）
と
フ
ィ
ン
ス
タ
ピ
ラ
イ
ザ
ー
も
装
備
さ
れ
た
。

「か
と
れ
あ
丸
」
か
ら
導
入
の
パ
ウ
ス
ラ
ス
タ
ー
も

強
力
な
も
の
が
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
二
枚
舵
と

と
も
に
、
猫
の
ひ
た
い
の
よ
う
に
せ
ま
い
八
丈
島
底

土
港
の
回
頭
で
た
い
へ
ん
効
果
的
だ
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
の
船
の
ハ
ー
ド
を
ひ
と
こ
と
で
い

え
ば
、
使
い
勝
手
の
よ
い
外
洋
離
島
航
路
定
期
船
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
最
大
の
特
長
は
な
ん
と
い
っ

て
も
旅
各
定
員
が
大
き
い
こ
と
。
沿
海
区
域
の
定
員

は
二
千
人
を
こ
え
る
。
そ
し
て
こ
の
大
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
が
、
三
宅
島
と
伊
豆
大
島
の
噴
火
の
際
に
、
絶

大
な
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

災
害
時

に
役
立

っ
た
大
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

三
宅
島
が
噴
火
し
た
の
は
、
両
陛
下
ご
乗
船
の
翌

年
の
一
九
八
三

（昭
和
五
十
八
）
年
十
月
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
は
溶
岩
流
が
島
の
西
側
の
阿
古
地
区
を
襲

っ
た
た
め
、
地
区
住
民
の
半
数
が
「
す
と
れ
ち
あ
丸
」

で
鳥
を
離
れ
、
首
都
圏
に
疎
開
し
た
。

八
六

（昭
和
六
十

一
）
年
十

一
月
の
大
島
三
原
山

の
噴
火
は
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
か
っ
た
。
溶

岩
流
は
外
輪
山
を
こ
え
て
大
島
の
中
心
で
あ
る
元
町

に
迫
り
、
大
島
町
長
は
全
島
の
住
民
に
島
外

へ
の
避

難
を
指
示
し
た
。
避
難
者
数
は
約

一
万
五
百
人
、
所

要
時
間
は
八
時
間
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
東
海
汽
船
フ
リ
ー
ト
の
活
躍
は
め
ざ

ま
し
か
っ
た
。
総
数
の
七
割
に
あ
た
る
約
七
千
四
百

人
を
同
社
の
船
が
運
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
特
筆
も

の
は
、
大
収
容
力
を
誇
る

「
す
と
れ
ち
あ
丸
」
。　
一

挙
に
、
約
二
千
四
百
人
を
東
京
に
移
送
し
た
の
で
あ

る
。　
一
万
人
を
こ
え
る
全
住
民
が
短
時
間
で
島
外

へ

脱
出
し
た
ケ
ー
ス
は
、
離
島
史
上
め
ず
ら
し
い
が
、

こ
の
と
き
の
事
例
は
、
離
島
か
ら
の
避
難
活
動
に
定

期
船
の
大
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
と
高
速
力
が
有
力
で
あ

る
こ
と
を
、
実
績
で
示
し
た
と
い
え
る
。

七
カ
月
後
の
八
七

（昭
和
六
十
二
）
年
六
月
、
昭

和
天
皇
が
噴
火
見
舞
い
に
大
島
を
訪
間
さ
れ
、
鳥
の

安
全
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
往
き
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

帰
り
は
高
速
船

「
シ
ー
ガ
ル
」
に
乗
ら
れ
た
。
そ
し

て
こ
れ
が
、
陛
下
の
最
後
の
船
旅
と
な
っ
た
。

か
つ
て

「す
と
れ
ち
あ
丸
」
船
上
か
ら
陛
下
が
手

を
振

っ
て
こ
た
え
ら
れ
た
御
蔵
島
に
は
、
そ
の
後
四

千
ト
ン
岸
壁
が
完
成
し
、
九

一

（平
成
三
）
年
十
月

か
ら

「
す
と
れ
ち
あ
丸
」
が
定
期
寄
港
し
て
い
る
。

同
社
の
前
身
で
あ
る
東
京
湾
汽
船
が
明
治
の
半
ば
に

御
蔵
島
航
路
を
開
設
し
て
以
来
、
大
型
定
期
船
の
接

岸
寄
港
は
住
民
の
多
年
の
悲
願
で
あ

っ
た
。

「す
と
れ
ち
あ
丸
」
は
今
も
伊
豆
七
島
の
海
を
走

っ

て
い
る
。
だ
が
船
齢
は
十
八
年
。
妹
格
の
準
姉
妹
船

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
（七
九
年
建
造
、
船
体
の
形
状

と
寸
法
は
能
を
除
き
ほ
ぼ
同

一
）
は
、
来
春
、
小
笠

原
航
路
か
ら
撤
退
し
新
船
と
交
代
す
る
。
「
す
と
れ

ち
あ
丸
」
の
元
気
な
姿
を
見
れ
る
の
も
、
今
の
う
ち

か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　

（山
口
　
廼
生
）
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